
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における PM2.5 成分組成および季節変動 

学会名 第５５回大気環境学会 

発表者名 福島 綾子 

開催場所 愛媛大学 

開催日時 平成２６年９月１７日（水） 

発表内容 福井県内 2 地点において年 4 季、各 2 週間の PM2.5 成分分析調査を行

った結果、全ての季節で硫酸イオンの占める割合が最も高く、主に硫酸ア

ンモニウム粒子として存在していることが明らかとなった。各季毎に比較

すると、夏季に硫酸イオン濃度が最も高くなり、冬季には炭素成分および

硝酸イオンの占める割合が高くなることが明らかとなった。 

常時監視データとの比較から、夏季に硫酸イオン濃度が高くなる要因と

して、光化学反応による二次生成が寄与していることが示唆された。また、

冬季の硝酸イオン濃度の上昇は、気温の低下に加えて、暖房器具の使用や

逆転層の形成による地域的な大気中の窒素酸化物濃度上昇の影響を受けて

いることが示唆された。 

CMB 法を用いて発生源寄与割合を推定した結果、二次生成粒子の寄与

が最も高く、一次粒子の中では自動車排ガスの占める割合が最も高いこと

が明らかとなった。 

 

 


